
リリース 8.1 の高密度エクスペリエンスの機
能

ここでは、詳細な次のトピックを網羅:

• 動的帯域幅選択, 1 ページ

• 動的周波数選択, 5 ページ

• まとめ, 8 ページ

動的帯域幅選択
動的帯域幅選択（DBS）のアルゴリズムは、現在と将来の802.11ac無線のチャネル帯域幅のスマー
トな切り替えと、新しい共存シナリオに対処しています。 DBSは従来の APに加えて 11ac APを
備えているエンタープライズWLANネットワークにとって、差別化をはかれる要因です。 DBS
は、11acと従来のAPおよびデバイス間での共存を管理するうえで、RRMの柔軟性も示していま
す。

切望されるデータレートの大幅な向上を実現するために、11acは 80 MHzや 160 MHzなどの新し
い広範な帯域幅モードを導入しています。また、11acでは APによりこれらのモードから既存の
狭い帯域幅（20 MHzや 40 MHz）へ切り替えることもできます。これは、狭い帯域幅しか備えて
いない従来のAPやクライアントの他に 11acAPを備えているネットワークにとって、特に有用で
す。パフォーマンスを向上させるためには APで対処しなければならないのは明らかですが、対
処するタイミングについての正確な条件は標準では示されておらず、革新の余地が残されていま

す。

DBSのアルゴリズムは、カスタマーが 11nから 11acへアップグレードする場合に、さまざまな構
成に対してスムーズに移行できるようにします。コアな動的チャネル割り当て（DCA）のアルゴ
リズムは、隣接するAPの距離、ローグチャネル構成、APのタイプなどの定常に基づいてチャネ
ルの割り当てに対応します。ただし、より高度なパフォーマンスを実現するためには、さらに一

時的なパラメータに基づいてチャネルの割り当てを微調整できる（つまり 40MHzと 80MHzの帯
域幅を選択できる）ようにすることが必要です。 DBSとコア DCAの主な目的は、他のチャネル
および帯域幅の選択と競合しません。 DBSは、コア DCAに適用されている値に加えて、バイア
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ス値の追加レイヤを適用し、最終的なチャネル割り当ての結果がDBSが推奨しているものに近く
なるようにします。チャネルの選択だけでなくチャネル帯域幅を最適化するために、DCAは、
チャネル帯域幅のすべてのモードに対して全体のチャネルメトリックを分類します。これは前述

のWi-Fiメトリックに加えて、40/80MHz OBSSによる隣接チャネルのペナルティ、およびプライ
マリチャネルの不均衡によるペナルティも考慮します。いくつかのケースでは、BSS内の40MHz
11nクライアントの数によっては、40MHzを選択する方が効率的です。周波数再利用の観点から
すると、すべての 11ac BSSに 80 MHzを割り当てるのは効率的ではありません。同様に、トラ
フィックフローによっては、広範な帯域幅を持っていてもメリットがないものもあります。

前述のとおりに展開するには、BSSまたは展開で多数の 11nクライアントが検出された、または
すべて 11nクライアントで構成されていることが検出された場合に、DBSが次のようにチャネル
割り当てを行う必要があります。

•クライアントステーションがすべて 11nである（または事前に設定されたしきい値のヒステ
リシスを超えた）場合、またはより狭い帯域幅のほうが適しているトラフィックフローがあ

る場合は、80 MHzの 11ac BSSに変更して、40 MHzのチャネル帯域幅（つまり BW制約を
持つ DBS）に変更します。

• 11nと 11acが混在したクライアントステーション（または事前に設定されたしきい値のヒス
テリシスを超えた）場合は、80 MHzの BSS間（つまり primary40に適合しない DBS）で
secondary40を共有します。

これらはいずれも、適切なバイアスを使用して実現することができます。トラフィックベースの

バイアスは、各タイプのクライアント数のファンクションとして、および特定の APのさまざま
なトラフィックタイプのフラクションとして追加することができます。

動的帯域幅選択（DBS）の有効化

1 802.11aネットワークを無効にします。

2 [Wireless] > [802.11a] > [RRM] > [DCA]を選択します。

3 [Channel Width]フィールドで、[Best]ラジオボタンをオンにします。
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4 802.11aネットワークを有効にします。

RF プロファイルでの動的帯域幅選択（DBS）の有効化

1 802.11a無線で RFプロファイルを作成します。

2 作成した RFプロファイルを編集します。 [RRM]タブで、[DCA]エリアの [Channel Width]の
[Best]オプションボタンをオンにして DBSを有効にします。
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3 RFプロファイルを APグループに適用します。

動的帯域幅選択（DBS）のベストプラクティス

次に、動的帯域幅選択のいくつかのベストプラクティスについて示します。

• DBSを備えた DCAは 10分おきに実行する。

• DBSはグローバルに設定しない。

•すべての展開について、[Channel Width]を [Best]に設定する。

•グローバル再起動は、DBSが有効になっているときに開始する。
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config 802.11a channel globabl restart.•

動的周波数選択
動的周波数選択（DFS）は、5 GHzスペクトルでのチャネルの可用性および有用性を向上させる
ために作成されました。規制ドメインに応じて、DFSは 4～ 12の追加チャネルにすることがで
きます。チャネルを多くすることは、容量が増えることを意味しています。DFS機能はレーダー
信号を検出して有効な検出時に APチャネルを移動し、プライマリスペクトルユーザ（気象レー
ダーや軍用レーダーなど）はアクセスポイントによる干渉がないことを確認することができま

す。 DFSのレーダー回避は、APが干渉を受けないようにするうえでも役に立ちます。また DFS
の要件は、クライアントを遠ざけるグループのモニターとしてマスターAPを指定します。従来
から、DFSチャネルの使用について北米でいくつかの懸念がありますが、非DFSチャネルは 8個
のみです（各チャネルは 20 MHzワイドです）。 ETSIの規制ドメイン（ヨーロッパ）では、非
DFSチャネルは 4個のみで、長年 DFSチャネルを問題なく使用しています。

5 GHz帯域はより多くのチャネルを提供できますが、5 GHzチャネルは電力が可変的で、屋内/屋
外の導入制限があるため、設計全体で注意が必要です。たとえば北米では、U-NII-1は屋内での
み使用可能で、最大電力が 50mWの電力制限があります（将来的にはもう少し高い電力に変わり
ます）。 U-NII-2と U-NII-2eの両方が動的周波数選択の影響を受けます。

次の図は、北米、ヨーロッパ、および日本における現在の 5 GHzチャネルの割り当てについて示
しています。
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米国では現在、帯域幅がそれぞれ 20/40/80/160 MHzチャネルである 22/10/5/1チャネルがありま
す。提案されている 5.35～ 5.47 GHzおよび 5.85～ 5.925 GHzスペクトルの解放により、チャネ
ルの数は 34/16/8/3に増大します。企業が TDWRチャネルを取り戻すことに取り組むと、チャネ
ル数は 37/18/9/4に増加します。

次の表は、サポートされる DFSチャネルの数を示しています。

DFS チャネル20 MHz チャネル合計規制ドメイン

1122-A

1115-E

米国および全世界ではスペクトルに対して多大な需要があります。スペクトルが増えると、扱わ

なければならないチャネルが増えるため、よりすぐれたソリューションを得て、システムパフォー

マンスを向上させることができます。現在の実装では、20/40/80/160 MHzの帯域幅の操作で DFS
チャネルが選択された場合、次のプロセスが継続的に発生します。
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DFS対応の無線は、DFSチャネルのレーダー信号の動作周波数のみを監視します。チャネル上で
レーダー信号が検出されると、APは次の処理を実行します。

•チャネル上でそれ以降の伝送をブロックします。

•省電力モードのクライアントからのキューを消去します。

• 802.11hチャネル切り替えアナウンスメントを、1つのホップの全ネイバーへブロードキャス
トします。

•残りのクライアントデバイスのアソシエーションを解除します。

• 30分間 DFSチャネルをブロックします。

• Channel Availability Check（CAC）プロセスを開始し、異なるチャネルをランダムに選択しま
す。

• APがDFSを必要とするチャネルを選択しなかった場合、APはビーコンを有効にして、新し
いチャネル上でクライアントアソシエーションを受け入れます。

• APが、DFSを必要とするチャネルを選択した場合、APは新しいチャネルで 60秒間、レー
ダー信号をスキャンします。

•新しいチャネルでレーダー信号が検出されなかった場合、APはビーコンを有効にして、ク
ライアントアソシエーションを受け入れます。

•レーダー信号が検出された場合、APは別の新しいチャネルを選択します。

•優先チャネルを設定して使用できる場合は、そのチャネルが最初に選択されます。

• DFSチャネルは、データパケットを受信するときにレーダーの干渉について継続的に監視さ
れます。

この既存の動作は、リアルレーダー検出またはDFSフォルシングのいずれかが行われる広範な帯
域チャネルの悪影響を及ぼします。次の図に示すように、80または 160 MHzチャネル（4～ 820
MHzチャネル）は完全に無効にでき、ナローバンドレーダーが検出されると（最低 30分間）エ
アをオフにします。このスペクトルのロスは、残りのワイヤレスネットワークを通じてマイナス

の波及効果を与えることがあります。

この競合シナリオの解決策は、シスコが特許出願中の Flex-DFSテクノロジーです。この機能は
SAgE（Spectrum Analysis Engine ASIC）で高度な信号処理機能を利用して、DFSレーダー信号の
Wi-Fiチャネルの場所を正確に特定します。この情報をアクセスポイントおよびワイヤレスコン
トローラで使用して、新しいチャネルの割り当てを最適に選択することができます。このため、
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アクセスポイントとワイヤレスコントローラの両方が検出されたチャネルを回避して、新しい

チャネル、または最も中断が少なく、最も広範なチャネル幅に変更することができます。

この機能の基本的なテクノロジーは、SAgEが提供するレーダー信号の正確な周波数推定です。
この正確さにおいて、シスコは競合他社を大きく上回っています。レーダー信号周波数を正確に

知ることによって、アクセスポイントでは、チャネル全体ではなくそのサブチャネルのみをオフ

にすることができます。次の手順では、160 MHzチャネルの場合について説明します。

1 レーダー周波数を 1 MHzの精度で特定します。

2 1つの 20 MHzチャネルのみにレーダーイベントを分離し、無効としてマークします。

3 残りのスペクトル（40/80 MHz）はインテリジェントな使用を続けます。

4 可能な場合は、低帯域幅（20/40 MHz）へロールバックしないようにします。

5 CACプロセスの実行を回避して、システムおよびクライアントのパフォーマンスに影響を与
えないようにします。

多数のアクセスポイントで構成され、ワイヤレスコントローラで管理されている 5GHz帯域のワ
イヤレスネットワークについて考えてみましょう。また、このネットワークは、広帯域動作用の

信頼性の高いDFSチャネルセットを必要とする多数のクライアント（ワイヤレスのみの企業ネッ
トワークなど）にサービスを提供するものとします。また、気象レーダー、軍用レーダー、また

は付近で DFS検出を発生させるような RF信号がある場合、その検出はアクセスポイント内で
DFSのしきい値を超えているため、そのワイヤレスネットワークは多大なクライアントの中断お
よびトラフィックのスループット低下の影響を受けやすくなります。

アクセスポイントに組み込まれているFlexDFS機能を使用すると、ワイヤレスネットワークは干
渉しているレーダー周波数の場所について正確な情報を取得して、これまでより最適かつ効率的

な方法でネットワークチャネルの割り当てを行うことができます。そのため、この機能はクライ

アントに適切なサービスを提供するようチャネルの割り当ておよび帯域幅を設定するために、ワ

イヤレスコントローラと連携して機能します。RRM-DCAはこの新情報を使用して、チャネルの
使用率向上、およびネットワーク全体での再利用を実現します。

前述のように、シスコはこの機能を提供する唯一のワイヤレスネットワーキングベンダーです。

FlexDFSは 11acネットワークに対して最も適用性がありますが、Clean Air機能で以前に使用して
いた SAgEベースのすべてのAP（3500、3600、3700、2600、2700、1550、および 1570MeshAP）
で使用できるようになります。 CA Expressまたはその他のレガシー APをサポートしている AP
が、FlexDFSをサポートする計画は現時点ではありません。ただし SAgEベースの APが、DFS
が動作しているチャネル上でレーダー干渉を検出した場合は、802.11ac対応のすべてのネイバー
APにレーダー干渉を通知できます。

まとめ
DBSおよび FlexDFSは、エンタープライズネットワークにおいて広帯域 .11acレートのより適切
な使用率を実現します。この 2つを組み合わせることにより、広範なチャネル帯域幅でWLAN
を運用しているカスタマーに信頼性を提供し、実社会のワイヤレスネットワークパフォーマンス

における競合他社に対する優位性をシスコにもたらします。

高密度エクスペリエンス（HDX）導入ガイド
8

リリース 8.1 の高密度エクスペリエンスの機能
まとめ


	リリース 8.1 の高密度エクスペリエンスの機能
	動的帯域幅選択
	動的周波数選択
	まとめ


